
解 答
１２１ 問１

カ問２

ア・カ問３

Ａ２ 問１

３.５ ３.５問２ Ａ Ｂ

２.６ ２.６問３ Ａ Ｂ

ペットボトルの切り口の面積がちがっていても，１秒あたりに流れ出た水の体積の平均値はほぼ等しい。問４

水が多く入っているときの方が１秒あたりに流れ出た水の体積の平均値は大きくなる。

ウ問５

下グラフ ●問６

下グラフ ×問７ グラフ

水面の高さが同じだけ低下するのにかかる時間は，穴の数に反比例すると考えられるから。説明

２２５ ４問８ 水の体積 穴の数

３５５ ２・３問９ 水の体積 穴の数

解 説
１ 問１ 棒の影が最も長いのは，太陽高度が最も低

い冬至の頃です。

問３ 沖縄の那覇市と神奈川県の鎌倉市を比べる

と，緯度が高い鎌倉市の方が南中高度は低くな

り，影は長くなります。また，経度では東にあ

る鎌倉市の方が南中時刻も早く，同じ時間で見

ると，鎌倉市の方が影は東へ先に動いていま

す。

２ 問２ 図４のグラフから，Ａ・Ｂの水面の高さが１３cmになるのは，それぞれ８０秒後，１１０秒後とわかります。

したがって，１秒あたりに流れ出る体積の平均値は，３.５ ( ),３.５ ( )となります。安 安８０
４７×６

１１０
６５×６

問３ 問２と同じように，図４のグラフから，Ａ・Ｂの水面の高さが７cmになるのは，それぞれ１９０秒後，

安 安２６０秒後とわかります。したがって，１秒あたりに流れ出る体積の平均値は，２.６ ( ),２.６１１０
４７×６

( )となります。１５０
６５×６

問４ 問２・問３のどちらもペットボトルＡとペットボトルＢの結果が等しいことから，ペットボトルの切り口の

面積がちがっていても，１秒あたりに流れ出る水の体積の平均値は，ほぼ等しくなることがわかります。また，

問２と問３でそれぞれＡ・Ｂの結果を比較すると，水が多く入っているときの方が，１秒あたりに流れ出た水の

体積の平均値は大きくなっていることがわかります。

問８ ４つの穴から，３０秒で水が出る水面の高さは８cmです。ペットボトルＢの口から７cmまでは１６０ で，安

），残りの１cm（８－７）分は６５ ペットボトルＢの水の体積 １６０＋６５安（６５×１）なので， は２２５安（

穴の数は４つとわかります。

問９ 穴の数と時間は反比例するから，６０秒：９０秒＝２：３となり，穴の数は２つと３つの場合しか考えるこ

とはできません。したがって，穴が２つで１分３０秒（９０秒 ，穴が３つで６０秒とわかります。時間は，穴）

の数に反比例するから，穴の数が２つで９０秒ならば，穴の数が１つでは１８０秒となります。図４のグラフか

ら，穴の数が１つのとき１７５秒（３５５－１８０）のペットボトルＢの水面の深さは１０cmとわかります。し

たがって，ペットボトルＢの水の体積は３５５ （１６０＋６５×(１０－７) ，穴の数は２つと３つとなりま安 ）

す。
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